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 明けましておめでとうござ

います。本年もよろしくお願

い申し上げます。 

 1月4日の大発会では日経平

均株価が、300円近い上げ幅で

した。12月の選挙以降景気上

向きの気配をみせています。

この勢いに乗っていきたいと

ころです。 

 さて、今朝の日経新聞には

日本は女性管理職が少ない、

という記事が出ていました。 

 就業比率では諸外国と差が

無いにもかかわらず、管理職

比率になると、韓国とともに

低くなります。 

 これは女性の能力が低く男

性が高いということではあり

ません。 

 子育て期の女性はパート労

働であることが多く、また子

どもに手がかからなくなって

も、正社員として働くより

パートとして働く女性が多い

ためでしょう。 

 ここ何年かの傾向では、結

婚、出産を経験しても育児休

 実績より和を重んじるわけ

です。この考えをそろそろ変

える時期に来ているのかも知

れません。 

 正月恒例の箱根駅伝で優勝

した日本体育大学は去年の

シード落ちから立ち上がるた

めに、3年生を主将に指名しま

した。 

 大学運動部の序列を考える

と4年生を差し置いて3年生が

主将になり、チームをまとめ

るというのは相当抵抗があっ

たと思います。 

 しかし、結果として優勝に

導いたわけですから成功とい

えるでしょう。 

 個人的には年功を重んじる

ことを全面的に否定するつも

りありません。しかし、右肩

上がりの成長が続かないよう

な時代には、実力主義の思い

切った処遇も必要であるので

しょう。 

 そう考えれば、実力のある

女性が管理職に登用されるの

は当たり前になります。 
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業を取得して退職しない女性

が増えてきました。 

 このような傾向が今後も続

き、男性と同じような働き方

をすれば管理職比率も必然的

に上がっていくと思われま

す。 

 GDPの半分を占める個人消費

の場面では女性の意見によっ

て決まることが多いです。そ

れを考えれば、女性の管理

職、女性労働者の意見が重要

であることは明白です。 

 記事では、ある企業は女性

管理職比率を20％に引き上げ

るような計画策定を義務づけ

た、としています。 

 義務づけるような問題では

ないと思いますが、意図的に

男性と女性の昇進に差があっ

たならそれは是正すべきなの

でしょう。 

 我が国の場合、組織の和を

大切にするため、年少者が管

理職になったり、女性が管理

職になるのを避ける傾向があ

ります。 


